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論文内容の要旨

本論文では，最近橋梁に多く用いられるようになった鋼床飯について，その初期に建設されたものに，

疲労亀裂の発生が散見されるので，トラフリプの現場溶接継手に着目して疲労強度向上法に関する研究

を行ったものである。すなわち，疲労強度に及ぼすであろう要因を検討した結果，ノレー卜部形状の重要

性を指摘し，必要なJレート形状を定量的に表すことを試み，ノレート形状を制御する方策を開発し，要求

品質を満足する施工条件の一例を提案している。

第 1章では，緒論として研究の背景，必要性などを明らかにしている。

第2章では，トラフリブの疲労強度に及ぼす要因を解明するため，実物大構造模型の疲労実験を行い1

疲労亀裂は トラフリプの隅角部における裏当金を有するJレート部から発生することを明らかにしているc

また，有限要素法による 3次元応力解析により，ルート部の応力集中力は大きく ，疲労破壊の起点とな

りやすいことを示している。

さらに実交通量における軸重頻度分布状態を用いて実験供試体の寿命を推定し大型車の混入率の多

い路線に対してはl 現行の施工法で製作された供試体の寿命が不足するので疲労強度を向上させねばな

らず，ノレート部の形状を改善する必要があることを明らかにしている。

第3章では， )レート形状の影響を定量的に評価するため，幾つかの典型的なノレート 形状について，有

限要素法による応力解析を行い，ルート形状を表すパラメ ータ (目違い 15，)レート曲率半径 ρ，ノレー ト

角度。)の組合せと応力集中係数との関係並びにl それらと疲労強度との関係から，所要の疲労強度を

確保するために必要なパラメ ータ15，ρ，eの組合せを提示している。

第4章では， )レート形状を制御する方策を開発するため， T 1 G及びCO"MAGパノレス溶接で各種
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の継手を作成し，検討を行っている O その結果，上向き姿勢で良好なルート形状を得るためには，開先

角度を広くとり，ウィーピングを行うこと， )レートギ子ツプは小さく，トーチの角震は前進角とするこ

とが好ましいものとしている O 一方?立向き姿勢においてGOz溶接で施工する場合には，上向き姿勢と

同様に開先角度を広くとり，り〈一巳ングを行う上進法で良い結果が得られるが，. MAGパルス溶接

を用いるならば，下進法でもかなりの改善が認められτいるG

これらの諸条件の中から現場における作業性を考えて条件を選び，継手を作成し上向き姿勢及び立

向き姿勢で満足すべき結果が得られている。

第 5章は総括であり，本研究で得られた成果を要約している。

論文の審査結果の要旨

本論文は，最近橋梁に多く用いられている鋼床版で散見される疲労亀裂の発生について， トラフリブ

の現場溶接継手の疲労破裂を分析し，その結果に基づいて疲労強度向上法の開発を行ったもので，主な

成果は次の通りであるo

(1)橋梁鋼床版におけるトラフリブの疲労強度に及ぼす要因を解明するため，実物大構造模型の疲労実

験を行い，疲労亀裂はトラフリブの隅角部における裏当金を有するルート部から発生することを明ら

かにし有限要素法による 3次元応力解析により，応力集中の大きいこのルート部が疲労破壊の起点

となりやすいことを明確にしている O

(2) 実交通量における軸重頻度分布状態を用いて実験供試体の寿命を推定し，大型車の混入率の多い路

線においては，現行の施工法で製作されたものの寿命が疲労強度に起因して不足することを指摘し

jレート部の形状を改善する必要があることを明らかにしている O

(3) ルート形状の影響を定量的に評価するため，有限要素法による応力解析を行い，所要の疲労強度を

確保するために必要なルート形状を表すパラメータを定量的に提示している O

(4) ルート形状の制御法をT1 G，及びCO2，MAGパルス溶接を用いて具体的に検討し，溶接法，溶

接姿勢，開先形状寸法，運棒法，トーチ角など各種溶接施工条件を選定することにより，要求される

ノレート形状を確保できることを示している。

以上のように，本論文は橋梁鋼床版のトラフリプの溶接法に関して多くの新しい知見を与え，溶接構

造学ならびにその関連分野に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと

認める O
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